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　　人繍の動き

一4潟重日現在一一

男4，484（一37）
女4，512（一49〉
計　　　8，996（一86〉』

世帯数2，229（一輩7〉

　（）は箭月比較
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目の前のステージで

民話劇、落語、手品
　　　　　　　　　　　　　一3月18日　坪山公民館一
　坪山青年会（中村茂会長、会員27人）は、毎年春に雪上
レクリェーション大会をやっていました．でも、二年続きの
少雪のため、ことしは演芸会をすることになりました．

　十日町市からは民話劇を上演しているアマチュアのr演親
会」が、東京からはプロのお二人、女性落語家古今亭菊乃さ
ん、手品師の花島皆子さんがやってきました．
　生の芸に、子供からお年寄りまで大きな拍手を送っていま
した。
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　口休日救急医
4月15日山口医院（袋町）費52－2174

　22日富田医院（神明町）行52－3269

　29日中条病院（中条）費57－3018

　30日庭野医院（寿町〉費52－2711

5月3日山口医院（下条）君55－2003

　4日池田医院（本町西）費52－2581
　5日至誠堂医院（西浦町〉奮52－3276

　6日大坪医院（四日町）費57－6100



　
畑
西
町
が
粟
械
三
年
度
権
取
り
組

む
主
要
な
施
策
差
方
鎌
に
つ
き
ま
し

て
、
所
信
を
串
じ
止
げ
ま
ず
。

　
平
成
蕊
年
度
は
、
蕊
十
一
世
紀
へ

の
架
け
橋
と
奪
る
一
九
九
Q
年
代
ヘ

ス
タ
ー
憾
を
切
る
年
で
あ
り
ま
す
。

　
川
西
町
に
と
つ
で
こ
の
九
十
年
代

へ
の
ス
タ
ー
ト
は
、
新
十
圓
町
大
橋

撚
仮
称
）
の
開
通
、
北
越
北
線
の
開

通
．
地
域
リ
ゾ
ー
ト
の
本
格
化
等
を

岡
時
に
憲
味
す
る
も
の
驚
あ
り
、
町

が
、
確
実
に
大
き
く
変
革
ず
る
年
代

を
迎
詫
る
こ
と
で
あ
騨
、
誠
に
意
義

深
鱗
も
の
を
感
ず
る
も
の
で
ず
。

町
民
つ
な
ひ
き
大
会

　
（
元
・
10
・
1
総
合
体
育
館
）

　
三
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
回
町
議
会
定
例
会
が
、
二
十
三
日
間
の

全
日
程
を
終
わ
り
二
十
三
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
五
日
、
町
長
の
施
政
方
針
演
説
と
新
年
度
予
算
の
提
案
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
以
後
、
各
常
任
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
二
十
二
日
に
平
成
二
年

度
川
西
町
一
般
会
計
と
八
つ
の
特
別
会
計
予
算
な
ど
が
成
立
し
ま
し
た
。

南
雲
町
長
の
平
成
二
年
度
施
政
方
針
か
ら
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
四
次
町
総
奮
開
発
計
團

に
お
け
る
中
期
墓
本
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
三
年
度
は
そ
の
最
終
年
度

に
あ
た
り
ま
ず
。
町
政
を
担
当
ず
る

者
と
し
て
は
、
各
種
の
行
政
目
標
を

見
極
め
つ
つ
、
そ
の
達
成
に
向
け
て

最
善
の
努
力
を
尽
す
べ
き
弐
切
な
年

に
な
る
ど
、
自
覚
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
愚
の
折
、
町
財
政
に
つ
き

ま
じ
て
も
、
購
議
会
及
び
町
民
各
位

の
絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ

っ
て
、
年
々
着
実
に
財
政
事
情
を
婬

転
す
る
こ
と
が
で
き
、
財
政
規
模
に

つ
い
て
も
、
そ
の
拡
張
が
順
調
に
図

ら
れ
で
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
購
総
合
闘
発
計
画
に
掲
げ
た
財
政

指
標
の
計
画
目
標
値
に
つ
“
て
も
、

既
に
昭
和
六
患
三
年
度
決
算
に
お
き

ま
し
て
は
、
経
常
収
支
比
率
及
び
基

金
積
立
額
等
に
つ
儲
て
は
、
目
標
値

を
達
成
す
る
に
い
た
っ
で
お
り
ま
ず
。

　
財
政
運
営
に
つ
い
で
は
、
不
懸
の

努
力
を
積
み
重
ね
足
腰
の
強
績
財
政

基
盤
を
構
築
じ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
で
い
ま
ず
。

　
こ
れ
ら
の
政
治
及
び
行
財
政
事
情

を
背
景
に
し
て
、
平
成
工
年
度
に
展

開
す
る
施
策
と
方
針
に
つ
“
て
具
体

的
に
申
し
上
げ
ま
ず
。

　
町
の
活
性
化
は
、
何
と
い
っ
て
も

働
く
場
を
確
保
し
、
町
民
一
人
ひ
と

り
の
所
得
を
向
上
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
農
林
業
を
は
じ

め
商
工
業
な
ど
、
地
場
産
業
の
振
興

を
図
か
り
、
若
者
に
魅
力
あ
る
企
業

の
誘
致
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
地
場
産
業
の
発
展
を
期

す
た
め
に
は
、
町
の
物
産
を
活
用
す

る
な
ど
、
町
な
ら
で
は
の
産
業
を
振

興
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
商
業
の
面
で
は
、
限
ら
れ
た
地
元

購
買
力
を
地
元
に
で
き
る
だ
け
吸
収

す
る
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
が
重
要

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
観
光
及
び
リ
ゾ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
具
体

化
す
る
た
め
に
、
新
年
度
予
算
の
中

に
は
、
ま
ず
農
業
面
で
は
、
坪
山
、

長
福
寺
の
両
農
業
用
ダ
ム
の
防
災
事

業
。
水
田
農
業
確
立
後
期
対
策
推
進

の
た
め
に
転
作
の
機
械
化
促
進
と
、

き
の
こ
の
共
同
栽
培
に
対
す
る
補
助

事
業
。
そ
し
て
、
町
の
花
で
あ
る
山

焼き物教室（元・5・15総合体育館）

ゆ
り
の
球
根
増
植
を
初
め
て
手
掛
け

る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
林
業
面
で
は
、
多
角
的
な
林
業
振

興
を
図
る
た
め
に
林
業
構
造
改
善
事

業
の
計
画
樹
立
と
、
森
林
資
源
の
保

護
対
策
を
徹
底
す
る
二
つ
の
新
規
事

業
を
組
む
ほ
か
、
新
植
を
五
加
予
定

し
た
造
林
事
業
の
継
続
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　
商
工
・
観
光
面
に
つ
い
て
は
、
商

店
街
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
商
工

会
へ
の
補
助
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
本
格
的
ス
キ
ー
場
設
置
の
た

め
の
予
備
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
温

泉
源
探
査
は
最
終
段
階
の
調
査
に
入

り
ま
す
。

　
松
葉
荘
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
改

造
工
事
は
元
年
度
中
に
完
了
さ
せ
、

新
年
度
か
ら
は
一
層
積
極
的
な
経
営

改
善
を
図
る
た
め
、
年
中
無
休
営
業

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
町
づ
く
り
の
原
点
は
人
づ
く
り
で

あ
り
、
町
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

の
育
成
、
教
育
こ
そ
一
時
も
お
ろ
そ

か
に
出
来
な
い
重
要
事
項
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
小
、
中
学
校
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
い
て
そ
の
施
設
環

境
の
整
備
に
向
け
て
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
教
育
の
重
要
性
と
余

暇
活
動
の
充
実
が
叫
ば
れ
る
今
日
、

社
会
教
育
面
の
施
策
展
開
が
非
常
に

大
切
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
新
年
度
予
算
に

お
い
て
は
、
千
手
小
学
校
南
校
舎
の

大
規
模
改
造
事
業
と
中
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
排
水
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
音
楽
教
育
設
備
も
充
実
さ
せ
、

施
設
内
外
の
整
備
を
と
も
に
図
っ
て

行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
派
遣
社
会
教
育
主
事

及
び
社
会
教
育
指
導
員
を
新
た
に
設

置
し
、
各
種
の
学
級
や
講
座
を
充
実

麟



さ
せ
、
各
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自

主
的
な
活
動
も
促
進
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
改

造
工
事
、
そ
し
て
橘
野
球
場
の
夜
間

照
明
施
設
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
時
代
に
対
応
し
た
施
設

機
能
に
改
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施

設
本
来
の
働
き
を
取
り
戻
す
た
め
に

行
う
事
業
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文

化
財
保
護
の
面
に
お
き
ま
し
て
は
、

滝
ノ
坂
遺
跡
の
発
掘
事
業
等
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

　
克
雪
は
、
川
西
町
の
命
題
と
も
い

う
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
克
雪
町

づ
く
り
、
克
雪
住
宅
の
普
及
促
進
、

無
雪
道
路
網
の
整
備
等
の
施
策
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
力
を

注
ぎ
、
快
適
な
生
活
環
境
整
備
を
図

っ
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
克
雪
に
つ
い
て
は
、
克
雪
タ
ウ
ン

計
画
促
進
事
業
と
並
行
し
て
、
初
の

克
雪
型
町
営
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

こ
の
住
宅
で
は
、
雪
圧
耐
久
度
な
ど

実
験
事
業
を
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
今
後
の

雪
国
住
宅
の
モ
デ
ル
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
注
目
を
い
た
だ
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、
五
つ
の
農
業
用
ダ
ム

の
水
を
一
元
化
し
、
冬
期
間
流
雪
用

水
と
し
て
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
策

定
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
念
願
の

流
雪
溝
の
設
置
に
具
体
的
着
手
を
図

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
道
路
の
改
良
舗
装
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
四
年
度
に
供
用
開

始
を
予
定
す
る
山
野
田
下
平
線
の
ほ

か
十
一
路
線
の
改
良
工
事
、
舗
装
工

事
は
十
六
路
線
を
予
定
し
、
消
雪
パ

イ
プ
布
設
工
事
は
一
カ
所
、
道
路
維

持
修
繕
は
十
六
カ
所
そ
れ
ぞ
れ
計
画

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
事
業
に
つ
い
て

は
、
山
野
田
地
区
の
土
地
区
画
整
理

事
業
に
向
け
て
、
具
体
的
作
業
に
入

る
た
め
の
実
地
調
査
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
き

．
、
灘
羅
、
妻

銀
座
ナ
イ
ン
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
ー

出
発
式
　
（
2
・
1
・
2
5
役
場
脇
）

　
長
寿
化
時
代
に
お
け
る
高
齢
者
福

祉
に
つ
い
て
は
、
ま
す
ま
す
重
要
度

を
増
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

老
人
家
庭
奉
仕
員
の
拡
充
、
一
人
ぐ

ら
し
老
人
世
帯
へ
の
緊
急
通
報
装
置

の
増
設
な
ど
、
力
を
入
れ
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
高
齢
者
保
健
福
祉
推

進
十
か
年
戦
略
に
呼
応
し
、
　
「
ま
ち

お
こ
し
基
金
」
の
中
に
、
高
齢
者
保

健
福
祉
推
進
の
た
め
の
資
金
を
設
定

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
児
童
福
祉
面
で
は
、
保
育
園
に
つ

い
て
、
行
政
上
の
均
衡
化
を
図
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
保
育
所
の
効
率
的

運
営
を
目
指
し
て
、
幼
稚
園
を
保
育

所
に
包
括
す
る
た
め
に
必
要
な
改
善

等
を
行
う
方
針
で
す
。

　
よ
め
、
む
こ
及
び
後
継
者
対
策
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
重
要
な
地
域
問

題
と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
健
康
保
持
に
っ
い
て
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
の
健
康
管
理
に
つ

い
て
、
常
々
の
心
掛
け
と
実
践
が
望

ま
れ
ま
す
。

　
健
康
町
づ
く
り
事
業
の
実
施
や
、

住
民
検
診
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
乳
ガ
ン
検
診
を
追
加
し
て
取
り
組

む
な
ど
、
町
民
の
健
康
増
進
に
向
け

て
積
極
的
な
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
医
療
対
策
に
つ
い
て
は
、
医
師
の

定
年
退
職
に
関
連
し
て
、
地
域
医
療

水
準
と
の
か
か
わ
り
か
ら
、
大
変
重

要
な
局
面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
診

療
所
運
営
審
議
会
の
ご
審
議
を
経
る

な
ど
、
慎
重
な
対
応
を
考
え
ま
す
。

　
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
第
三
期
拡

張
工
事
に
よ
り
、
一
層
の
安
定
給
水

を
は
か
り
、
川
辺
地
区
の
簡
易
水
道

川中体育祭（元・9・10）

を
上
水
道
に
一
元
化
す
る
た
め
の
工

事
も
予
算
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現

在
継
続
中
の
橘
地
区
、
木
落
、
川
辺

地
区
の
早
期
完
成
を
目
指
し
て
推
進

す
る
方
針
で
あ
り
ま
す
。

ふるさと
　
こ
の
事
業
は
、
町
民
各
位
の
ご
協

力
の
も
と
、
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
に
よ
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
事
業
内
容
と
し
て
は
、
　
「
ふ
る
さ

と
広
場
造
成
事
業
」
　
「
十
キ
ロ
並
木

ロ
ー
ド
事
業
」
「
夢
フ
ラ
イ
ト
事
業
」

「
人
材
育
成
事
業
」
の
四
つ
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
総
事
業
費
は
一
億

三
千
五
百
万
円
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
大
変
ボ
リ

ュ
ー
ム
の
あ
る
大
事
業
で
す
。
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
四
事
業
の
共
通
テ
ー
マ
は
、

「
住
民
と
地
域
（
ふ
る
さ
と
）
の
結

び
つ
き
の
大
切
さ
を
と
も
に
考
え
、

と
も
に
創
造
し
て
行
こ
う
。
」
と
い
う

二
言
に
尽
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
全
町
民
の

ご
理
解
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
参
加
を

節
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

麟



J
R
ト
ン
ネ
ル
と
水
対
策

上
　
村
　
広
　
治
議
員

①
　
活
性
化
推
進
事
業
と
生
産
組
織
の

遊
休
施
設
を
連
携
さ
せ
、
地
域
特
産

開
発
を
積
極
的
に
予
算
化
で
き
な
い

か
。

②
J
R
横
坑
湧
水
の
利
用
と
あ
わ
せ
、

　
一
連
の
水
対
策
は
万
全
か
。

③
魅
力
あ
る
企
業
誘
致
の
た
め
の
、

土
地
条
件
な
ど
の
整
備
と
、
受
入
態

勢
は
。

④
町
道
の
消
雪
パ
イ
プ
工
事
施
工
の

見
通
し
は
。

南

雲
　
町
長

①
良
い
技
術
で
良
い
品
物
を
長
期
安

定
的
に
生
産
販
売
で
き
る
特
産
物
は
、

そ
う
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
開
発
に
は
、
行
政
主
導
型
で
は

限
界
が
あ
り
、
広
く
民
間
活
力
に
よ

る
創
意
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状

況
だ
。

　
農
協
サ
イ
ド
で
は
、
ナ
メ
コ
生
産

を
は
じ
め
、
そ
菜
類
な
ど
で
一
億
円

の
販
売
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
商

工
会
サ
イ
ド
で
は
、
村
お
こ
し
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
タ
ニ
シ
の
缶
詰

が
商
品
化
さ
れ
た
。

　
全
生
産
組
織
の
加
盟
す
る
生
産
組

織
連
絡
協
議
会
が
去
年
発
足
し
た
。

重
要
な
組
織
と
認
識
し
、
全
面
的
に

支
援
し
た
い
。
各
機
械
施
設
利
用
組

合
で
も
特
色
あ
る
経
営
を
確
立
し
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
勢
の
方
か
ら
の

欝

　
灘
纏

　
　
　
鞭

齢醗聯

消
パ
イ
が
あ
る
役
場
前
の
県
道

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
・
1
・
26
）

努
力
と
積
み
重
ね
の
中
か
ら
完
成
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
長
い
目
で
見
る

こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。
そ
の
た
め

に
、
町
は
支
援
す
る
こ
と
を
惜
し
ん

で
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

②
農
業
用
水
の
補
償
は
、
昨
年
の
需

要
期
以
降
の
被
害
発
生
状
況
や
被
害

の
度
合
を
基
礎
と
し
て
、
本
年
八
月

ま
で
調
査
し
、
一
応
の
結
論
を
出
し

た
い
と
い
う
、
双
方
の
合
意
に
達
し

て
い
る
。

　
そ
の
後
の
問
題
は
、
改
め
て
状
況

の
判
明
を
す
る
と
い
う
問
題
も
あ
る

が
、
水
文
調
査
の
継
続
を
含
め
、
協

議
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
変
わ
り
な

い
。
現
在
で
は
、
農
業
用
水
の
補
償

の
全
体
量
が
確
定
し
な
い
現
状
と
あ

わ
せ
、
横
坑
湧
水
の
水
量
に
も
、
か

な
り
の
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
だ
。

　
八
月
の
J
R
試
案
を
、
町
が
受
け

入
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
内
容
に

よ
る
。
相
当
の
期
間
を
経
過
し
た
後
、

新
た
な
渇
水
と
い
う
現
象
が
生
じ
た

場
合
は
、
改
め
て
の
対
応
と
な
る
。

　
横
坑
湧
水
は
、
地
域
住
民
の
共
通

し
た
財
産
で
あ
り
、
J
R
が
補
償
用

水
と
し
て
利
用
す
べ
き
性
質
の
水
で

は
な
い
と
考
え
る
。

　
　
J
R
水
路
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
検

査
点
検
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
六

月
か
ら
営
業
運
転
と
聞
い
て
い
る
。

　
補
償
問
題
の
最
大
の
案
件
は
、
水

問
題
で
あ
る
。
平
成
二
年
度
か
ら
は
、

建
設
課
で
こ
の
問
題
を
主
管
す
る
。

③
川
西
町
は
企
業
が
進
出
し
や
す
い

条
件
に
あ
る
町
で
は
な
い
と
受
け
止

め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
前
回
の
議
会

で
、
企
業
誘
致
条
例
を
全
面
見
直
し
、

内
容
を
充
実
し
た
。

　
新
年
度
に
は
、
塩
辛
地
区
に
工
場

団
地
を
造
成
し
た
い
。
企
業
が
求
め

る
有
能
な
人
材
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
が
問
題
だ
。
真
剣
に

対
応
し
た
い
。
地
域
の
皆
様
方
の
、

ご
協
力
を
願
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
町
内
の
除
雪
路
線
は
国
県
道
、
町

道
を
合
わ
せ
百
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
。

そ
の
う
ち
消
パ
イ
は
十
八
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
。
現
在
の
消
パ
イ
井

戸
は
、
十
五
年
以
上
経
過
し
て
い
る

状
況
も
あ
り
、
古
い
も
の
か
ら
順
次

堀
り
直
し
て
い
る
。
井
戸
の
新
設
よ

り
も
、
既
存
の
井
戸
を
い
か
に
維
持

管
理
し
て
い
く
か
が
急
務
だ
。

　
地
下
水
の
枯
渇
が
進
む
こ
と
も
懸

念
さ
れ
る
。
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
影
響

も
無
視
で
き
な
い
要
因
と
考
え
る
。

　
今
後
は
、
農
業
用
水
の
克
雪
利
用

計
画
の
中
で
、
流
雪
溝
の
整
備
を
含

め
、
除
雪
対
策
を
検
討
し
た
い
。
二

年
度
の
予
算
に
、
流
雪
溝
整
備
計
画

策
定
費
と
し
て
、
一
千
万
円
を
計
上

し
た
。

　灘
灘
難
難
難
灘

親
子
料
理
教
室
（
元
・
1
1
・
2
5
小
白

倉
集
落
セ
ン
タ
ー
）

今
後
の
診
療
所
運
営

戸
　
田
　
哲
　
次
議
員

①
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

ア
結
婚
を
祝
う
基
金
を
設
置
し
、

　
他
町
村
に
な
い
新
し
い
ア
イ
デ
ア

　
の
、
人
口
増
加
対
策
を

イ
温
泉
源
に
思
い
切
っ
て
、
夢
を

　
託
し
て
は
ど
う
か

②
医
療
対
策
に
つ
い
て

ア
　
国
保
診
療
所
の
今
後
の
運
営

イ
　
高
齢
者
保
健
福
祉
の
将
来
は

③
山
村
留
学
制
度
の
導
入
と
、
白
倉

小
学
校
の
諸
問
題
。

癒



　
南
　
　
雲
　
町
長

①
ア
結
婚
難
と
い
う
現
象
は
、
数

多
く
の
要
素
が
複
雑
に
関
連
す
る
問

題
だ
。
加
え
て
各
人
の
人
格
に
も
か

か
わ
る
問
題
だ
け
に
、
行
政
と
し
て

の
対
応
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ

る
。
担
当
職
員
や
民
間
の
有
志
の
方

々
の
努
力
で
、
極
め
て
少
な
い
が
、

そ
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
す
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
対
策
の
強
化
に
努
め
た

い
。
ご
提
案
の
基
金
設
置
を
含
め
、

よ
り
多
く
の
方
々
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
推
進
し
た
い
。

　
イ
　
絶
対
に
温
泉
源
を
掘
当
て
た

い
と
い
う
意
気
込
み
は
、
人
後
に
お

ち
な
い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

　
温
泉
の
有
無
は
極
め
て
重
要
ポ
イ

ン
ト
だ
。
温
泉
を
夢
で
終
ら
せ
た
く

な
い
も
の
と
考
え
調
査
を
継
続
し
た

い
。
平
成
二
年
度
予
算
に
、
調
査
範

囲
を
特
定
し
た
か
た
ち
の
調
査
費
を

盛
り
込
ん
だ
。

　
次
期
の
総
合
開
発
の
見
直
し
作
業

に
際
し
て
、
温
泉
を
べ
ー
ス
に
し
た

町
づ
く
り
の
構
想
が
描
け
る
か
ど
う

か
、
そ
の
よ
う
な
結
果
の
生
ま
れ
る

こ
と
を
切
望
し
て
い
る
。

②
ア
診
療
所
、
川
崎
医
師
の
長
期

入
院
に
よ
っ
て
、
医
療
不
安
を
与
え

て
い
る
こ
と
は
申
し
わ
け
な
く
思
う
。

幸
い
上
野
、
真
人
の
両
藤
巻
先
生
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
し

て
い
る
。

　
加
え
て
、
川
崎
医
師
が
明
年
度
定

年
退
職
を
迎
え
る
、
し
た
が
っ
て
一

日
も
早
く
医
師
の
充
足
、
定
着
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
だ
。

　
公
的
医
療
機
関
な
ど
に
も
、
医
師

確
保
の
協
力
や
、
分
院
、
出
張
所
問

題
を
含
め
、
要
請
し
て
い
る
。
町
民

の
医
療
不
安
を
な
く
す
る
こ
と
が
、

第
一
義
の
問
題
で
あ
る
。
診
療
所
の

形
態
は
第
二
義
、
第
三
義
の
問
題
と

考
え
る
。

　
イ
　
老
人
保
健
施
設
の
設
置
は
、

町
民
の
多
く
が
強
く
望
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
を
感
ず
る
。
し
か
し
、
そ

の
設
置
に
は
、
安
定
し
た
医
療
施
設

を
保
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
須
条

件
で
あ
る
。

　
現
在
の
町
の
環
境
で
は
、
医
師
の

確
保
が
第
一
義
で
あ
る
。
老
人
保
健

施
設
の
設
置
自
体
、
次
の
総
合
開
発

計
画
の
期
間
に
具
体
化
さ
れ
る
と
い

う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

　
な
に
よ
り
も
、
安
心
し
て
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
、

早
く
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
学
校
教
育
の
基
本
と
な
る
児
童
生

徒
数
は
、
元
年
度
か
ら
六
年
度
の
推

移
で
、
小
中
学
校
合
わ
せ
て
二
百
三

十
四
人
の
減
少
と
見
込
ま
れ
る
。
特

に
、
仙
田
地
区
の
減
少
が
著
し
い
。

　
山
村
留
学
に
つ
い
て
は
、
か
な
り

慎
重
論
が
あ
る
が
、
平
成
二
年
度
は
、

短
期
の
留
学
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
地
区
の
方
々
と
合
意

が
得
ら
れ
る
よ
う
話
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
の
導
入
を
複
式
学
級
の
解
消
の

た
め
の
一
時
し
の
ぎ
の
手
段
と
し
て

考
え
る
の
で
な
く
、
息
の
長
い
事
業

と
し
て
と
ら
え
た
い
。

　
白
倉
小
学
校
の
、
山
村
留
学
は
、

か
な
り
無
理
と
考
え
ら
れ
る
。
別
の

角
度
か
ら
、
地
域
全
体
の
問
題
と
し

て
、
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
現
状
で

は
確
た
る
決
め
手
を
欠
い
て
い
る
と

い
う
の
が
、
偽
ら
ざ
る
心
境
だ
。
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曹

老
人
の
自
殺
防
止
と
憩

　
柳
　
　
藤
　
作
議
員

①
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
の
活
用

　
ア
　
並
木
ロ
ー
ド
の
植
樹
と
、
肥

　
培
管
理
は

　
イ
　
中
子
開
発
の
事
業
協
定
と
、

　
　
芝
生
広
場
の
造
成

②
町
道
改
良
に
と
も
な
う
、
地
元
負

担
金
の
軽
減
と
今
後
の
対
応
。

③
老
人
の
自
殺
防
止
と
、
老
人
憩
い

の
家
の
建
設
。

　
南
　
　
雲
　
町
長

①
ア
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
の
予
算
に
計
上
し
て

い
る
。
こ
の
事
業
の
諸
問
題
を
検
討

い
た
だ
く
た
め
に
、
　
「
ふ
る
さ
と
創

生
事
業
推
進
委
員
会
」
の
設
置
を
先

般
の
議
会
で
議
決
い
た
だ
い
た
。

　
具
体
的
な
実
施
に
つ
い
て
は
、
そ

の
委
員
会
で
協
議
い
た
だ
き
、
町
民

各
位
の
心
に
残
る
事
業
と
し
た
い
。

　
須
藤
総
務
課
長
　
事
業
の
規
模
は

峰
方
線
と
節
黒
城
線
な
ど
を
合
わ
せ
、

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い
る
。

　
植
え
る
木
の
選
定
、
植
栽
場
所
は

重
要
の
要
素
だ
。
こ
れ
ら
は
県
林
業

　
　
　
　
　
　
い
の
家

事
務
所
や
専
門
家
と
協
議
し
た
い
。

　
植
付
の
時
期
は
秋
が
適
当
と
想
定

さ
れ
る
。
造
林
地
、
林
道
脇
の
植
栽

の
許
認
可
、
地
主
の
同
意
な
ど
十
分

な
態
勢
を
整
え
、
ぜ
ひ
と
も
成
功
さ

せ
た
い
と
考
え
る
。

①
イ
現
在
の
と
こ
ろ
、
事
業
協
定

書
の
効
力
は
失
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

若
干
の
期
間
を
お
い
て
円
満
な
協
定

解
除
を
し
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の

遂
行
に
、
支
障
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
須
藤
総
務
課
長
　
芝
生
広
場
の
造

成
は
、
町
民
の
利
用
に
向
け
て
、
関

熱
が
入
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
練
習

　
　
　
　
　
　
（
元
・
⑫
・
5
赤
谷
）

係
土
地
の
管
理
を
兼
ね
て
実
施
し
た

い
。
新
た
な
開
発
計
画
が
入
っ
て
き

た
場
合
、
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に

実
施
し
た
い
。

　
平
成
二
年
度
は
、
五
・
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
団
地
の
う
ち
、
三
分
の
一
く

ら
い
に
芝
生
を
植
え
た
い
。
芝
生
の

種
類
な
ど
は
専
門
家
の
指
導
を
得
た

い
。
農
薬
問
題
は
、
社
会
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
留
意
し
た
い
。

②
町
道
の
新
設
、
改
良
、
舗
装
の
工

事
負
担
金
は
、
町
の
分
担
金
条
例
に

よ
り
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
そ
の
率
は
、
仙
田
地
区
で
は
百
分

の
四
、
東
部
地
区
は
百
分
の
七
と
な

っ
て
い
る
。
上
限
は
一
世
帯
当
り
、

一
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
特
に
、
冬
期
間
の
道
路
確
保
を
前

提
と
し
て
、
要
望
の
大
変
多
い
道
路

改
良
を
、
一
層
進
め
た
い
。

　
い
ま
直
ち
に
分
担
金
を
解
消
、
軽

減
す
る
と
い
う
こ
と
は
財
政
運
営
上
、

至
難
だ
と
受
け
と
め
て
い
る
。
現
行

で
何
分
の
ご
協
力
を
願
い
た
い
。

③
老
人
の
自
殺
が
多
い
こ
と
は
、
心

を
痛
め
て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
年
に

三
～
四
人
の
自
殺
者
が
あ
る
。

　
そ
の
方
々
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
移

り
変
わ
る
変
化
に
つ
い
て
い
け
な
か

っ
た
方
で
あ
り
、
生
き
が
い
を
持
つ

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
方
々
で
あ
ろ

う
と
推
測
す
る
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
助
成
や
、
生
涯
教
育

の
活
動
を
通
じ
て
、
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
が
、
幸
せ
な
余
生
を
送
っ
て
欲

麟



し
い
と
念
じ
て
努
力
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
を
よ
り
強
化
し
、

心
の
健
康
づ
く
り
に
力
を
入
れ
な
け

れ
ば
と
思
う
。

　
老
人
憩
い
の
家
問
題
は
、
各
地
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
i
、
集
落

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
現
状

か
ら
、
そ
れ
ら
を
存
分
に
活
用
い
た

だ
き
た
い
。

国
県
で
は
、
高
齢
化
対
策
の
施
策

を
次
々
に
打
ち
だ
し
て
い
る
。
こ
れ
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ら
の
施
策
を
十
分
見
極
め
て
、
専
門
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

施
設
と
し
て
本
当
に
必
要
で
あ
る
と
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

い
う
結
論
が
導
き
だ
さ
れ
る
と
し
た
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ら
、
来
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
総
合
｝

開
発
計
画
の
見
直
し
の
中
で
検
討
願
…

わ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

千
手
地
区
の
下
水
道
整
備

小
林
　
寅
　
雄
議
員

①
新
過
疎
法
に
よ
る
財
政
へ
の
影
響

は
。
②
水
道
事
業
は
、
拡
張
工
事
の
完
成

に
よ
り
、
給
水
単
価
が
ア
ッ
プ
し
な

い
か
。

③
人
口
密
度
の
高
い
、
千
手
地
区
に

下
水
道
事
業
を
導
入
す
る
見
込
は
。

南

雲
　
町
長

①
新
過
疎
法
は
、
今
国
会
に
議
員
立

法
で
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
指
定

に
は
、
人
口
と
財
政
面
の
二
つ
の
要

件
が
あ
る
。
当
町
は
、
い
づ
れ
の
要

件
も
満
た
し
て
お
り
、
そ
の
摘
要
を

受
け
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
こ
の
制
定
が
、
町
予
算
上
に
具
体

的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。

今
後
と
も
、
優
良
債
で
あ
る
過
疎
債
、

辺
地
債
を
財
源
と
し
た
施
策
を
計
画

的
、
継
続
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
思
う
。

　
過
疎
対
策
制
度
の
存
続
は
、
町
財

政
に
与
え
る
影
響
は
、
極
め
て
大
き

い
も
の
と
受
け
と
め
て
い
る
。

②
平
成
二
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、

第
三
期
拡
張
工
事
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
完
成
に
よ
り
、
維
持
管
理
の
増

加
分
は
、
J
R
と
協
議
し
て
応
分
の

集
落
下
水
工
事
（
仁
田
）

負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
給
水
人
口
の
推
移
や
、

水
の
需
要
な
ど
、
経
営
環
境
は
大
変

厳
し
く
、
あ
る
程
度
の
覚
悟
は
必
要

だ
と
思
う
。

　
水
道
は
、
住
民
生
活
に
直
結
し
た

公
共
性
の
高
い
事
業
で
あ
る
。
業
務

の
運
営
に
当
っ
て
は
、
効
率
的
な
経

営
に
徹
し
て
、
最
良
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
J
R
の
負
担
を
極
力
余
計
に
獲
得

す
る
こ
と
が
、
今
後
の
水
道
運
営
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
。

③
千
手
地
区
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設

整
備
を
進
め
て
き
た
、
こ
れ
が
完
了

し
な
い
と
本
格
的
な
下
水
道
事
業
に

取
り
組
め
な
い
。

　
実
施
に
当
っ
て
は
、
建
設
省
の
所

管
の
事
業
が
適
当
と
判
断
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
ま
で
実
施
し
た
モ
デ

ル
、
集
落
排
水
事
業
の
補
助
率
よ
り

か
な
り
低
い
。

　
フ
ラ
ッ
シ
ュ
事
業
は
、
元
年
度
で

完
了
す
る
。
今
後
は
、
下
水
道
の
早

期
導
入
の
た
め
、
早
い
時
期
に
全
体

計
画
が
で
き
る
よ
う
、
あ
る
い
は
、

並
行
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
か
な

り
の
ご
負
担
が
願
え
る
か
ど
う
か
、

町
と
し
て
ど
れ
だ
け
財
政
負
担
が
可

能
か
な
ど
、
実
施
態
勢
を
整
え
た
い
。
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甲

　
財
政
事
情
を
物
語
る
経
常
収
支
比

率
や
、
公
債
費
比
率
、
諸
基
金
の
積

立
額
や
、
公
共
施
設
の
整
備
率
も
取

り
立
て
て
少
な
い
と
か
、
遅
れ
て
い

る
と
い
う
状
況
に
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
健
全
な
る
財
政
事
情
を
継
続

で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

纏

財
政
事
情
の
見
通
し
は

平
　
野
　
正
義
議
員

　
ロ
ー
カ
ル
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
町

の
財
政
状
況
は
、
内
容
が
相
反
す
る

よ
う
な
記
事
と
感
じ
た
。
こ
の
記
事

に
対
す
る
所
見
と
財
政
運
営
に
対
す

る
考
え
方
は
。

南

雲
　
町
長

　
財
政
運
営
の
良
否
は
、
住
民
の
利

害
に
直
接
影
響
す
る
。

　
ご
指
摘
の
事
柄
は
、
行
政
サ
イ
ド

の
一
方
的
な
視
点
で
の
財
政
運
営
チ

エ
ッ
ク
と
な
り
が
ち
な
と
こ
ろ
を
、

ま
た
、
別
の
側
面
か
ら
捉
え
た
も
の

で
あ
り
、
大
変
に
参
考
と
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　
記
述
さ
れ
た
「
八
年
間
に
わ
ず
か

○
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
…
」
の
と
こ
ろ

は
、
お
そ
ら
く
昭
和
五
十
五
年
度
と
、

六
士
二
年
度
の
町
税
の
決
算
構
成
比

率
を
比
較
し
た
も
の
と
思
う
。

　
そ
う
だ
と
す
る
と
、
財
政
比
較
と

は
、
趣
き
を
異
に
す
る
も
の
と
思
う
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
率
の
引
下
げ
、

東
京
電
力
関
係
道
路
経
費
が
、
予
算

規
模
を
激
増
さ
せ
る
な
ど
、
た
ま
た

ま
激
変
し
た
年
度
が
、
比
較
対
象
と

な
っ
た
こ
と
を
ご
承
知
い
た
だ
き
た

い
。
　
予
算
規
模
は
順
調
に
伸
展
し
て
お

り
、
県
内
市
町
村
と
比
較
し
て
も
、

け
っ
し
て
低
い
も
の
で
は
な
い
。

懸役場庁舎の夜間管理方法が変わります欝
　4月1日から、夜間の役場庁舎管理業務をシルバー
センターに委託し、三人の方が交替で専門的に実施す
ることになりました。
　各種の届け出や、緊急の連絡などは、従来どおり申
し受けます。

　夜間の連絡先は、宿直室　智68－3111
　　　　　　　　　　または、有線2121へ



奨学金貸与制度ができました

、平成2年度の願書締切りは

5月10日
繍西高校入試発表（2，3，19）

　平成2年度は、あの1億円の…　ふるさと創生事業がいよいよスタートする年です。
　町で実施する、ふるさと創生事業はr中子に造成する、ふるさと広場」r林道を縦断する、10キロ
並木ロード」　rヘリコプターでの、ふるさとを愛する黛夢“フライト」それと、　r人材育成事業」

の四つの事業で構成されています。

　このr人材育成事業」の中から、奨学金制度と海外研修補助制度について、ご紹介します。

★大学生には月額2万円を貸与
　この奨学金制度は、有能な人材を育成するため、町を愛し勉学の志が高い学生、生徒に対して学
資の一部を貸与します。

《貸与を受けることができる方は＞

　①町に本籍があって、町に1年以上居住している方。
　②経済的な理由で修学が困難な場合であって、学業成績が優秀と認められる方。

《奨学金の月額は＞

　①高等学校　7，000円　 ②高等専門学校　13，000円
　③専修学校15，000円　 ④大　　学　20，000円
《貸与する期間＞

　奨学金の貸与する期間は、貸与決定の月から奨学生が在学する学校の最短修学年限の終期
　までです。

《奨学金の返還＞

　①奨学金には、利息をつけません。
　②据置期間1年ののち、5年以内に年賦または、半年賦の方法により返還します。
　③奨学生が、さらに上級の学校に進学したときや、卒業後川西町に引続き3年以上在住した
　　ときなどは、奨学金の返還を猶予（減免）することもできます。

《出願期限》

　奨学金の貸与を希望される方は、5月10日までに手続きを完了してください。出願のための
必要な書類には、各種の証明が必要です。早めに教育委員会におでかけください。
　なお、出願者が多数の場合は、選考させていただきます。

　　　　　★海外研修の補助内容が拡大
　この制度が始まって満1年、この制度を利用して世界各地に研修に出かけた方は、13人です。
より多くの方々に利用して欲しいと、一部補助内容が拡大されました。

　●　補助を受けることができる、対象者の年齢制限がなくなりました。
　●　気軽に参加いただくよう、研修対象の範囲が拡大されました。

補助金の予算額には、限度があります。海外研修の計画がありましたら、早めにご相談くだ
さい。

問い合わせは教育委員会　盈68－2167　有線　5588

繊



藻
轟
’

　
灘

糟
匿

饗
▲中子の「仲間の家」では、大きな「雪像」を

　施設の周りに作りました

カメラルポ

欝

三
月
三
日
、
四
日
に
第
四
回
川
西
雪

ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
最
近
の
異

常
と
も
い
え
る
少
雪
で
、
こ
と
し
も
開

催
が
あ
や
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

　
当
初
に
予
定
し
て
い
た
会
場
を
変
更

し
た
り
、
内
容
を
替
え
た
り
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
夜
祭
は
、
総
合
体
育
館
の
横
を
会

場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
は
、
会

場
ま
で
の
無
料
臨
時
バ
ス
を
各
地
区
か

ら
運
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
日
は
雪
上
モ
ト
ク
ロ
ス
や
、

人
間
ば
ん
馬
大
会
は
、
山
の
上
の
モ
ト

ク
ロ
ス
場
と
な
り
、
雪
上
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
と
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
庚
塚
運
動
公

園
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
雪
が
少
な
く
て
も
、
雪
ま
つ
り
は
で

き
ま
し
た
。
み
ん
な
が
、
楽
し
み
ま
し

た
。
そ
の
一
部
を
カ
メ
ラ
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

▲前夜祭での「さいの神」ホラ貝と、ひょ

　うしぎの音が響きました

懸

　　　　叢

　　覆

礁『

▲前夜祭ステージに並んだ、ことしのミス川西
　大野恵さん、星名久美子さん、　昨年のミス、
　上村弘美さん、富井智子さん（左から）

▲雪上ソフトボール大会の開会式（庚塚運動公園）

　参加チームは16チーム

く

米
俵
を
乗
せ
た
「
キ
カ
イ
ゾ
リ
」
を
引
く
、

人
間
ば
ん
馬
大
会

覇



「川西音頭」▲前夜祭のフィナーレは、商工会、農協婦人部の皆さんによる

〈
初
の
雪
上
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
、
と
て
も
大
人

　
で
は
で
き
な
い
ハ
ー
ド
な
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
し

　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
庚
塚
テ
ニ
ス
場
）

襯

㈱
鑓
欄
翔
獺

辮

薯

謙
　
難

》

験
、

「
雪
上
モ
ト
ク
ロ
ス
発
祥
の
地
」
で
、

モ
ト
ク
ロ
ス
。
雪
の
う
え
と
は
い
え
、

ド
、
ス
リ
ル
と
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

，
灘
、
難

有
名
な

ス
ピ
ー

趣



8り
』

◆
◆
4

垂

トレポ

　
　
　
　
　
馨
難

「
感
動
」
「
驚
き
」
を
語
っ
た
発
表
者

　
（
3
・
17
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

　
去
年
四
穏
か
ら
ス
タ
ー
総
し
た
、
購
の
海
外
砺
修
補
助
金
交
翻
制
度
が

あ
望
ま
ず
。
こ
の
制
艘
を
利
用
し
て
、
こ
の
一
年
闘
に
海
外
に
行
か
れ
た

衷
は
棄
塁
人
驚
ず
。

　
こ
の
人
た
ち
の
海
外
砺
修
体
験
発
表
会
が
、
三
月
牽
七
臼
に
活
催
化
セ

ン
タ
！
で
開
が
れ
謙
し
た
。

　
こ
れ
と
合
わ
せ
、
参
加
者
盒
員
に
よ
る
『
海
外
に
学
ぷ
』
と
題
し
で
ま

と
め
ら
れ
た
レ
ポ
ー
総
が
あ
り
談
す
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
、
抜
粋
じ
て

謬
紹
介
し
ま
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
と
色
鉛
筆

白
夜
の
町
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
ド
ィ
ツ
）

　
　
　
田
口
直
美
さ
ん
〔
木
落
〕

　
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
最
後
の
日
。
私
は

自
分
の
希
望
で
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
市

内
を
一
人
歩
き
さ
せ
て
も
ら
う
。
団

体
行
動
で
は
、
足
を
と
め
ゆ
っ
く
り

と
見
る
こ
と
も
、
絵
を
書
く
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
だ
っ
た

ビ
ッ
ク
な
国
「
ア
メ
リ
カ
」
体
験

　
　
清
水
俊
六
さ
ん
〔
中
央
町
〕

　
車
で
三
十
分
位
の
ス
ー
パ
ー
に
買

物
に
い
く
と
い
う
の
で
、
友
人
に
案

内
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
店
の
広
さ

と
駐
車
場
の
広
さ
に
は
び
っ
く
り
し

た
。
店
内
は
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
で
、
通

路
は
日
本
の
二
倍
以
上
あ
る
よ
う
に

思
う
。
品
物
は
ほ
と
ん
ど
ジ
ャ
ン
ボ

サ
イ
ズ
で
、
野
菜
、
果
物
、
肉
、
ウ

イ
ス
キ
ー
、
ワ
イ
ン
そ
し
て
グ
ラ
ス

ま
で
が
大
き
く
て
さ
す
が
に
大
き
な

人
々
が
住
ん
で
い
る
国
だ
と
思
っ
た
。

　
消
費
税
は
州
に
よ
っ
て
違
う
ら
し

を
も
っ
て
出
か
け
た
。
バ
ス
に
も
乗

っ
た
。

　
古
い
家
、
運
河
、
教
会
、
学
校
、

石
畳
、
看
板
…
ど
れ
も
情
緒
に
あ
ふ

れ
て
い
て
題
材
に
困
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
気
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
腰
を

お
ろ
し
て
絵
を
描
い
た
。
橋
の
上
か

ら
エ
サ
を
ま
く
人
の
と
こ
ろ
ヘ
サ
ー

ッ
と
寄
っ
て
く
る
白
鳥
。

く
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
州
で
は
六
％

位
で
食
料
品
に
は
課
税
さ
れ
な
い
。

品
物
は
安
く
、
生
活
し
や
す
い
よ
う

に
感
じ
た
。

私
の
ア
メ
リ
カ
体
験

　
　
北
野
満
さ
ん
〔
発
電
所
通
り
東
〕

　
ア
メ
リ
カ
の
第
一
歩
は
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
空
港
。
ア
メ
リ
カ
で
も
二
～

三
番
目
に
大
き
い
空
港
で
あ
り
、
さ

す
が
夢
の
ア
メ
リ
カ
と
い
う
実
感
で

あ
っ
た
。
到
着
し
た
乗
客
は
飛
行
機

の
防
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
地
下
道
を

通
行
し
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
長
さ

一
㎞
と
け
た
外
れ
の
感
覚
。
次
に
目

に
と
ま
っ
た
の
は
空
港
内
外
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
事
に
は
気
に
な
る
『
ア
バ
タ
」

が
な
い
こ
と
に
ま
ず
感
心
し
た
。
滞

在
中
ど
こ
か
で
工
法
を
見
学
し
た
い

と
思
っ
た
が
建
築
物
で
も
外
回
り
に

足
場
等
を
組
ま
な
い
工
法
で
あ
り
、

見
学
す
る
ま
で
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。

長
年
の
夢
を
か
な
え
て

　
　
　
く
れ
た
ア
メ
リ
カ

　
　
　
広
田
聡
美
さ
ん
〔
沖
立
〕

夕
食
後
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ご

夫
妻
と
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
違
い

な
ど
を
話
し
た
。
日
本
の
習
慣
に
、

二
人
は
と
て
も
驚
い
て
い
た
。
た
と

え
ば
、
あ
ま
り
夫
婦
だ
け
で
デ
ー
ト

は
し
な
い
と
か
、
人
前
で
K
i
s
s

（
キ
ス
）
し
な
い
な
ど
。
み
ん
な
で

話
し
合
っ
て
い
る
と
き
が
と
て
も
楽

し
い
時
間
だ
っ
た
。

　
二
週
間
目
の
夕
食
に
、
天
ぷ
ら
と

そ
う
め
ん
を
作
っ
て
あ
げ
た
。
天
ぷ

ら
は
み
ん
な
に
大
好
評
だ
っ
た
。

　
一
カ
月
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、
夢

の
よ
う
だ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

留
学
を
考
え
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
実

行
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
に
触
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
（
フ
ラ
ン
ス
）

　
相
澤
三
千
代
さ
ん
〔
中
島
町
〕

ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
そ
し
て
キ

麹

　　　　謹i

生のアメリカを語る広田さん

リ
ス
ト
教
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
は
こ

の
三
つ
に
す
べ
て
帰
っ
て
行
く
と
い

う
。
自
動
販
売
機
を
外
に
お
け
な
い

治
安
の
悪
さ
。
レ
シ
ー
ト
と
品
物
交

換
と
い
う
泥
棒
よ
け
の
シ
ス
テ
ム
。

目
を
、
そ
し
て
手
を
ひ
ろ
げ
て
表
情

豊
か
に
話
を
す
る
人
。
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
を
は
か
ず
に
靴
を
は
く
女
。
デ
ザ

ー
ト
に
迷
っ
て
い
た
ら
自
分
の
ケ
ー

キ
を
味
見
さ
せ
て
く
れ
た
男
。
食
べ

る
幸
福
を
体
中
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
る

人
。
の
り
が
一
本
二
百
五
十
円
で
、

マ
ス
カ
ッ
ト
が
一
キ
ロ
百
六
十
円
の

農
業
国
。
…
…
大
人
が
本
当
の
大
人

に
な
れ
る
街
・
パ
リ
。

そ
ん
な
日
本
人

　
　
　
　
　
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

　
　
　
渡
辺
正
彦
さ
ん
〔
鶴
吉
〕

　
我
々
が
訪
れ
た
ア
デ
レ
ー
ド
と
、

シ
ド
ニ
ー
、
ど
ち
ら
も
緑
で
い
っ
ぱ



い
の
広
い
公
園
や
広
場
が
あ
る
。
そ

の
中
に
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
、
ラ
グ
ビ
ー
場
、
乗

馬
コ
ー
ス
な
ど
が
あ
る
。
し
か
も
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
低
料
金
だ
。

ゴ
ル
フ
場
で
高
い
と
こ
ろ
で
も
十
八

ホ
ー
ル
で
八
ド
ル
（
約
九
百
円
）
。

ス
ポ
ー
ツ
を
や
ら
な
い
人
々
も
、
休

日
に
は
広
々
と
し
た
公
園
で
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
家
族
で
楽
し
ん
で

い
る
。
余
暇
利
用
な
ど
と
い
う
こ
と

を
問
題
に
し
て
い
る
日
本
人
が
、
な

ん
と
も
滑
稽
（
こ
っ
け
い
）
に
思
え

て
く
る
。

県
商
工
会
青
年
部
海
外
研
修

を
終
え
て
　
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

　
　
　
北
村
力
世
さ
ん
〔
山
野
田
〕

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
う
国
は
む
し

暑
か
っ
た
（
1
0
月
）
。
赤
道
直
下
の

国
と
い
う
こ
と
は
、
地
図
を
見
れ
ば

一
目
瞭
然
（
り
ょ
う
ぜ
ん
）
だ
け
ど
、

熱
帯
地
方
独
特
の
ジ
メ
ジ
メ
し
た
、

日
本
で
い
え
ば
ツ
ユ
明
け
の
暑
さ
だ

っ
た
。

　
免
税
店
や
各
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ

を
回
っ
て
気
が
つ
い
た
こ
と
は
、
必

ず
出
入
口
は
一
つ
で
か
な
り
せ
ま
い
。

泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
で
宝
石
の
展
示
会

が
あ
り
、
そ
の
宝
石
輸
送
に
は
、
機

関
銃
を
持
っ
た
ガ
ー
ド
マ
ン
が
数
人

も
の
も
の
し
く
護
衛
し
て
い
た
の
が

印
象
に
残
っ
た
。
強
盗
に
対
す
る
必

要
ま
で
の
自
衛
手
段
が
、
日
本
と
全

然
違
う
と
感
じ
た
。

海
外
研
修
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　
　
　
小
林
重
則
さ
ん
〔
木
島
〕

　
市
内
を
歩
い
て
驚
い
た
こ
と
は
、

公
園
、
歩
道
な
ど
に
は
ま
っ
た
く
ゴ

ミ
や
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
な
ど
が
落

ち
て
い
な
い
こ
と
、
ま
し
て
空
き
缶

な
ど
は
一
個
も
見
当
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
す
べ
て
罰
金
制

度
と
な
っ
て
い
て
、
物
を
捨
て
た
り

ツ
バ
を
吐
い
た
り
、
ま
た
、
地
下
鉄

構
内
で
、
ガ
ム
を
か
ん
だ
り
し
て
も

罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

麻
薬
所
持
者
は
、
死
刑
と
厳
し
く
取

り
締
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
上

に
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
教
育
と
、

す
ば
ら
し
き
シ
ン
ガ
ポ
ー
リ
ア
ン

　
　
羽
鳥
宏
史
さ
ん
〔
中
央
町
〕

　
研
修
を
終
え
、
強
く
感
じ
た
こ
と

が
あ
る
。
十
年
後
、
い
わ
ゆ
る
発
展

途
上
国
と
い
わ
れ
る
国
々
が
、
日
本

を
含
む
先
進
国
を
脅
か
す
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　
彼
ら
は
こ
の
国
に
い
る
限
り
国
籍

に
関
係
な
く
、
す
べ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー

リ
ア
ン
で
あ
る
。
外
国
人
と
い
う
人

間
は
存
在
し
な
い
。
存
在
す
る
な
ら
、

そ
れ
は
小
金
を
持
っ
た
日
本
人
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
日
本
人
は
格
好
の
外

貨
獲
得
の
獲
物
、
ど
こ
に
行
っ
て
も

物
売
り
が
日
本
語
で
話
し
か
け
る
。

体
験
談
に
聞
き
い
る
発
表
会
参
加
者

親
の
し
つ
け
、
行
動
を
見
て
育
っ
た

成
果
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

少
な
く
と
も
彼
ら
は
三
力
国
語
は
話

せ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
武
器
に
世
界

に
進
出
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ベ

　
　
　
　
　
　
行
っ
て
来
た

　
　
松
本
一
仁
さ
ん
〔
中
屋
敷
〕

街
中
を
歩
け
ば
、
さ
し
ず
め
人
種

の
博
覧
会
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
を
旅
行

す
る
た
め
の
初
歩
講
座
に
は
最
適
の

国
で
あ
る
。

　
今
回
、
日
系
企
業
を
視
察
し
た
。

そ
こ
の
所
長
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

会
社
を
設
立
し
た
三
つ
の
理
由
を
指

摘
し
た
。
関
税
が
な
い
こ
と
。
政
治

的
に
安
定
し
て
い
る
こ
と
。
地
理
的

条
件
が
良
い
こ
と
。
日
本
企
業
は
想

像
以
上
に
、
こ
の
国
と
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
お
も
し
ろ
さ
は
、

様
々
の
民
族
の
生
活
ぶ
り
を
、
一
国

の
中
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

勤
労
青
少
年
ア
メ
リ
カ
親
善
派
遣

団
員
と
し
て
（
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
）

　
増
田
義
之
さ
ん
〔
発
電
所
通
り
酉

　
何
も
か
も
が
す
ば
ら
し
い
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
い
っ
て
も

二
週
間
、
友
と
し
て
ひ
と
つ
に
な
っ

た
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
二
十
九
名
の

若
者
た
ち
。
そ
の
影
で
力
と
な
っ
て

く
れ
た
団
長
と
添
乗
員
、
そ
し
て
こ

の
会
を
始
め
ら
れ
た
原
健
三
郎
氏
な

ど
に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
全
国
の
人
が
集
ま
っ
て
、
異

国
の
地
で
ひ
と
つ
に
な
っ
て
現
地
の

人
々
に
接
し
、
勉
強
を
し
て
ま
た
日

本
に
戻
っ
て
く
る
。

　
日
本
で
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
何
を

す
る
か
と
い
う
課
題
は
、
強
い
身
体

と
、
少
し
で
も
大
き
な
夢
を
実
現
す

る
と
い
う
こ
と
を
、
今
後
の
問
題
と

し
て
い
ま
す
。

北
欧
三
国
の
社
会
福
祉
を

　
　
視
て
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ほ
か
）

　
　
　
高
橋
博
さ
ん
〔
坪
山
〕

　
北
欧
三
国
の
共
存
思
想
、
理
念
、

原
理
に
基
づ
く
政
策
は
、
障
害
者
の

み
な
ら
ず
、
全
国
民
を
対
象
と
す
る

日
常
生
活
の
諸
条
件
の
総
合
的
な
保

障
に
展
開
し
、
都
市
計
画
や
住
宅
政

策
の
中
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
通
訳
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
ク
マ
ノ
さ
ん
は
日
系
二
世

で
、
土
木
工
学
博
士
で
あ
り
ま
し
た
。

彼
い
わ
く
、
都
市
計
画
の
中
に
老
人

や
障
害
者
等
弱
者
に
対
す
る
配
慮
が

あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　
し
か
し
、
高
福
祉
は
国
民
の
高
負

担
に
よ
る
も
の
で
、
今
そ
の
バ
ラ
ン

ス
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
く
て
遠
い
国
『
韓
国
』

　
沢
口
裕
子
さ
ん
〔
下
平
新
田
〕

　
新
潟
空
港
か
ら
飛
行
機
で
約
二
時

間
と
い
う
、
距
離
的
に
は
と
て
も
近

い
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私

を
含
め
興
味
の
な
い
人
が
多
い
と
思

い
ま
す
。

　
で
も
、
近
頃
は
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
あ
っ
た
り
し
て
、
年
々
旅
行

者
が
増
え
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
偏

見
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
川
西
町
は
海
外
へ
勉
強
に
行
く
町

民
に
補
助
金
を
く
だ
さ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
も
っ
と
多
く
の
方
が
貴
重

な
体
験
を
し
て
、
そ
れ
が
明
る
い
ス

テ
キ
な
町
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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　あ
　る
　青
嘉年
　ム金苫
　の
子記
幸録
作③

　
干
手
の
昔
物
語

　
千
手
出
身
の
小
野
塚
卯
吉
氏
（
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
が
、
晩
年
に
「
十

日
町
新
聞
」
へ
寄
稿
さ
れ
た
「
千
手

の
昔
物
語
」
を
、
同
氏
と
親
交
の
深

か
っ
た
根
津
前
町
長
に
、
　
「
町
史
こ

ぼ
れ
話
に
特
集
し
な
さ
い
」
と
指
示

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
明
治
大
正
期
の
、
千
手
の
青
年
た

ち
の
生
き
ざ
ま
が
リ
ア
ル
に
記
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
貴
重
な

遺
稿
か
ら
、
日
露
戦
争
前
の
千
手
を

し
の
ん
で
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
学
問
し
た
い
若
者

　
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
学
制

が
発
布
さ
れ
た
が
、
　
「
百
姓
に
ナ
ン

シ
字
ガ
イ
ル
ト
ヤ
レ
」
と
い
う
思
想

が
あ
っ
て
、
就
学
児
童
は
上
流
家
庭

の
子
弟
だ
け
。
苦
し
く
て
も
勉
強
さ

せ
よ
う
と
就
学
さ
せ
て
も
、
　
「
ア
ッ

ケ
の
う
ち
の
子
が
学
校
だ
テ
ヤ
」
と

陰
口
の
う
る
さ
い
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
の
で
、
四
歳
か
五
歳
に
な
る
と
男

の
子
は
奉
公
、
女
の
子
は
子
守
り
に

上
州
か
東
京
へ
や
ら
さ
れ
た
。
実
際

そ
の
頃
の
農
民
の
生
活
が
極
度
に
苦

し
か
っ
た
の
も
事
実
で
、
自
然
に
学

問
し
た
い
若
者
が
ふ
え
て
き
た
。

　
十
四
年
に
半
藤
剛
・
石
沢
寛
治
・

南
雲
禎
太
郎
の
三
人
が
平
野
多
平
治

宅
を
借
り
て
討
論
会
を
開
い
た
。
三

人
と
も
二
十
歳
前
後
の
、
新
時
代
の

教
育
を
受
け
た
抜
群
の
秀
才
で
、
学

問
の
必
要
を
叫
ぶ
三
氏
の
討
論
を
若

者
は
耳
を
傾
け
て
き
い
た
。

　
常
盤
屋
に
教
育
の
灯

　
南
雲
禎
太
郎
は
常
盤
屋
の
人
、
討

論
会
の
あ
と
、
若
者
の
向
学
心
に
あ

お
ら
れ
て
自
宅
で
塾
を
開
い
た
。
教

祷

鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
購
灘
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
垂

南
雲
政
蔵
初
代
千
手
小
学
校
長
の
実
家

（
昭
和
48
・
中
央
町
南
雲
久
守
さ
ん
撮
影
）

科
書
が
な
い
の
で
日
本
外
史
、
千
字

文
、
四
書
五
経
な
ど
各
自
持
参
の
書

を
利
用
し
た
。
博
学
の
人
だ
っ
た
が

惜
し
く
も
死
亡
し
、
弟
の
卯
三
郎
が

代
行
し
た
が
、
卯
三
郎
が
あ
る
理
由

で
千
手
を
去
り
、
塾
は
絶
え
た
。

　
千
手
小
学
校
長
と
し
て
赴
任
し
た

浅
田
定
太
郎
が
、
若
者
の
学
習
意
欲

を
知
り
、
夜
学
で
若
者
を
教
え
た
が

そ
の
期
間
は
わ
ず
か
だ
っ
た
。
浅
田

の
塾
が
絶
え
る
と
、
父
兄
達
の
間
に

「
子
弟
に
勉
強
さ
せ
て
や
り
た
い
が

よ
そ
に
出
す
に
は
出
費
が
大
変
だ
。

い
っ
そ
の
こ
と
、
教
師
を
招
こ
う
で

は
な
い
か
」
と
の
気
運
が
生
ま
れ
て
、

三
島
郡
の
青
柳
学
園
に
交
渉
し
、
櫻

井
長
蔵
が
千
手
に
き
た
。
塾
を
常
盤

屋
に
置
き
、
英
、
数
、
漢
の
三
科
を

教
え
た
。
　
（
在
任
は
ニ
カ
年
）

　
至
誠
学
舎
の
優
等
生

　
櫻
井
長
蔵
が
千
手
を
去
っ
た
の
で
、

半
藤
泰
三
と
清
水
甚
二
の
両
氏
が
発

起
し
、
若
者
十
数
人
を
集
め
て
至
誠

会
を
結
成
し
た
。
学
問
を
し
た
い
若

者
に
こ
た
え
て
創
立
し
た
も
の
で
、

専
問
の
教
師
に
宮
城
県
出
身
の
奥
田

清
記
を
招
き
、
二
十
三
年
に
坂
井
屋

を
借
り
て
塾
を
開
い
た
。
（
三
力
年
）

　
奥
田
清
記
に
師
事
し
た
生
徒
に
は

酒
井
軍
平
、
井
口
正
察
、
南
雲
忠
作

柄
沢
忠
治
郎
、
数
藤
重
逸
、
石
沢
賢

明
、
清
水
俊
太
、
高
橋
喜
平
（
の
ち

渡
辺
）
、
真
明
法
竜
、
星
名
長
八
郎

（
の
ち
小
野
塚
）
、
星
名
甚
重
郎
、

清
水
喜
三
治
、
小
野
塚
与
八
、
渡
辺

智
海
、
星
名
彦
太
郎
、
小
野
塚
徳
司

小
林
正
司
、
清
水
精
二
ら
が
い
る
。

　
丸
山
春
吉
の
業
績

　
「
字
を
一
つ
お
ぼ
え
る
ヒ
マ
が
あ

っ
た
ら
ナ
ワ
を
一
寸
で
も
二
寸
で
も

な
え
」
と
い
う
父
兄
の
思
想
は
根
強

い
も
の
が
あ
っ
て
、
一
般
の
家
庭
で

は
子
弟
の
教
育
を
許
し
て
く
れ
る
環

境
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
父
兄

の
中
に
は
無
学
文
盲
を
嘆
く
も
の
が

し
だ
い
に
多
く
な
っ
て
き
た
。

　
二
十
七
年
に
六
箇
村
出
身
の
徳
永

春
吉
が
千
手
小
学
校
の
教
師
と
な
っ

て
赴
任
し
た
。
恵
ま
れ
な
い
志
学
者

に
教
育
の
力
を
つ
け
て
あ
げ
る
の
は

教
育
者
の
任
務
だ
と
考
え
、
無
料
の

夜
学
の
塾
を
開
い
た
。
場
所
は
水
口

沢
の
渡
辺
大
六
方
、
そ
の
二
階
を
借

り
て
文
章
作
法
、
算
盤
の
二
科
を
教

え
た
。
ド
ッ
と
押
し
か
け
た
生
徒
は

四
十
人
、
そ
の
中
で
熱
心
で
特
に
成

績
の
よ
か
っ
た
生
徒
は
小
野
塚
吉
太

郎
、
渡
辺
忠
吉
、
小
林
伊
勢
松
、
高

橋
峰
作
、
太
田
竜
吉
の
五
人
だ
っ
た
。

　
徳
永
先
生
は
若
松
屋
に
懇
望
さ
れ

て
養
子
と
な
り
、
千
手
に
土
着
し
た

丸
山
春
吉
氏
（
直
一
郎
氏
ら
の
父
）

で
、
教
職
を
退
い
て
役
場
に
入
り
、

収
入
役
、
助
役
を
経
て
村
長
、
昭
和

九
年
の
町
制
施
行
で
初
代
町
長
と
な

っ
た
、
温
厚
な
人
格
者
だ
っ
た
。

　
干
手
青
年
会
の
結
成

　
二
十
八
年
、
日
清
戦
争
に
大
勝
利

を
収
め
た
が
、
　
「
勝
っ
て
カ
ブ
ト
の

緒
を
締
め
よ
」
と
千
手
小
学
校
の
多

田
静
平
校
長
が
青
年
を
集
め
て
訓
示

し
て
大
渓
薫
、
大
原
周
三
、
井
口
正

宗
の
三
人
が
発
起
し
て
千
手
青
年
会

を
つ
く
っ
た
。
「
有
用
人
材
の
養
成
」

を
目
的
に
、
会
則
を
定
め
、
　
「
将
来

国
家
の
柱
石
た
る
べ
き
者
、
こ
れ
に

違
反
す
る
と
き
は
直
ち
に
退
会
を
命

じ
、
排
折
し
て
交
わ
り
を
絶
つ
」
と

い
う
き
び
し
い
罰
則
が
あ
っ
た
。

　
三
十
五
年
八
月
に
大
渓
巌
、
高
橋

慶
三
郎
、
清
水
元
吉
ら
の
有
志
が
、

祭
り
や
夜
遊
び
ば
か
り
に
熱
中
す
る

青
年
会
に
あ
き
た
ら
な
い
も
の
を
感

じ
、
シ
ャ
ン
と
し
た
人
間
だ
け
で
本

当
の
青
年
会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
、
九
月
三
日
に
栄
行
寺

で
発
会
式
を
あ
げ
た
。
会
頭
に
石
沢

多
一
郎
、
副
会
頭
に
清
水
甚
二
、
幹

事
に
田
辺
健
次
郎
、
宮
雄
策
、
南
雲

政
二
の
各
氏
が
推
さ
れ
て
就
任
し
た
。

　
会
費
は
一
人
月
に
十
銭
、
倶
楽
部

に
集
ま
っ
て
新
聞
、
雑
誌
の
回
読
を

し
て
知
識
を
広
め
、
学
識
の
あ
る
会

員
が
算
術
、
地
理
、
国
語
を
教
え
た
。

　
三
十
八
年
四
月
三
十
日
、
日
露
戦

争
に
出
征
し
た
千
手
の
軍
人
が
帰
っ

て
き
た
。
氏
名
も
人
数
も
わ
か
ら
な

い
が
、
役
場
前
で
式
を
あ
げ
た
。
青

年
会
は
町
内
を
小
旗
で
飾
り
、
夜
は

仮
装
大
会
を
開
い
て
歓
迎
し
た
。

嚇



千手愛児会〔本部〕が解散

　
昭
和
三
十
五
年
三
月
に
機
関
紙
「
ゆ

り
か
ご
」
第
一
号
を
発
行
さ
れ
た
千

手
愛
児
会
の
本
部
が
、
こ
の
た
び
解

散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
愛
児
会
の
発
足
は
、
　
「
ゆ
り

か
ご
」
に
よ
る
と
、
昭
和
三
十
四
年

と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
足
当
時
の
会

員
は
百
五
十
人
ほ
ど
で
、
二
歳
ま
で

の
身
体
測
定
時
に
十
円
づ
つ
持
ち
寄

っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
玩
具
な
ど
を

購
入
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
六
歳
ま
で
の
乳
幼
児
を

も
つ
母
親
の
集
ま
り
と
な
り
、
町
の

保
健
婦
を
中
心
に
、
若
い
お
母
さ
ん

方
の
子
育
て
の
研
修
の
場
や
、
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
時
代
の
変
遷
と
と
も

に
、
会
員
数
が
激
減
、
活
動
を
続
け

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

クりスマスのつどい（昭49，12）
　　　　　　7

今
後
は
、
各
分
団
で
の
活
動
を
残
し
、

本
部
は
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
長
い
間
、
こ
の
活
動
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
方
々
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

　
昭
和
三
十
八
年
の
ー
ゆ
り
か
ご
し

か
ら
、
当
時
を
思
い
だ
さ
せ
る
文
を

掲
載
じ
ま
し
た
。
（
原
文
の
と
お
り
）

　
ア
ネ
サ
の
ひ
と
り
ご
と

　
毎
月
｝
團
の
立
例
会
で
い
つ
も
強

《
感
縷
る
の
ぱ
「
こ
ん
ば
ん
は
」
と

言
っ
て
集
ま
っ
て
来
る
ア
ネ
サ
達
の

見
合
わ
せ
る
お
互
い
の
顔
で
あ
る
。

冬
の
間
は
私
だ
ち
ア
ネ
サ
に
と
っ
て

は
一
年
中
の
農
休
圏
を
一
緒
に
し
た

様
な
体
の
｝
番
休
ま
る
時
、
こ
の
時

期
に
見
る
顔
が
ほ
ん
と
う
の
ア
ネ
サ

の
顔
な
の
だ
。
自
粉
気
一
つ
な
い
全

《
生
地
そ
の
ま
ま
の
顔
こ
の
ク
リ

ー
ム
慈
え
つ
磯
忘
れ
ら
れ
て
い
る
様

姦
ガ
サ
ガ
サ
の
ほ
ほ
、
ア
イ
シ
ャ
ー

隙
な
ら
ぬ
な
べ
ず
み
を
つ
け
て
ス
タ

ン
ダ
…
燕
？
調
の
赤
い
ほ
ほ
。
こ
の

各
種
様
々
の
ほ
ほ
が
、
大
な
り
小
な

鰻
ぶ
く
ら
ん
で
く
る
の
が
、
こ
の
四

月
ま
で
の
ア
ネ
サ
達
の
顔
な
の
で
あ

る
。
ふ
《
ら
む
と
い
っ
て
も
お
こ
っ

で
ふ
嚢
れ
る
の
で
な
い
。
い
わ
ゆ
る

農
繁
期
と
農
閑
期
で
は
こ
れ
程
ま
で

差
が
あ
る
ど
い
う
表
現
の
一
つ
な
の

欝
あ
る
。
…
…
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一
年
　
大
久
保
　
峻
君

欄曖鮭

三
年
　
秦
野
慎
也
君

〈
橘
小
学
校
ー

六
年
　
丸
山
知
子
さ
ん

一
年
五
十
嵐
園
恵
さ
ん

※
学
年
は
三
月
当
時
の
も
の
で
す
。

五
年
　
大
久
保
雅
基
君

醒
慧》

三
年
　
野
沢
貴
宏
君

離岳
碑亮
　議

藍君

二
年
　
村
越
咲
子
さ
ん

（
5
月
号
は
仙
田
小
学
校
で
す
）
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炉
携

綿

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
り
ょ
う
武

　
　
　
　
　
弥

　
　
　
　
　
松

　
　
　
た
か
し
　
博

相
馬
隆
志

　
　
　
　
　
俊

登
坂
　
涼

川

崎
，
鋤
充 夫
生
二
男
岩
瀬

　
　
　
　
発
電
所
通

美
長
男
り
西

子
長
男
木
落

　
　
　
よ
し
た
か
正
則

山
口
同
津
好
孝
容
　
子
長
男
塩
　
辛

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

漁
馨
廿
白
野

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

南
雲
　
吉
章
42
（
徳
　
吉
）
四
郎
兼

小
林
　
キ
ヨ
報
（
貞
　
雄
）
元
　
町

星
名
ク
マ
ノ
5
0
（
松
太
郎
）
沖
　
立

小
わ
琶
唖
壇

太
田
白
南
風
選

○
僧
走
り
松
明
走
り
お
水
取
り

　
花
種
の
袋
絵
ほ
ど
は
咲
き
も
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

　
雛
の
段
飾
り
て
孫
の
初
節
旬

　
水
仙
の
雪
解
の
順
に
伸
び
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

　
辞
令
受
く
小
さ
き
局
の
春
暖
炉

　
茎
桶
の
空
桶
な
ら
べ
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

　
家
々
の
鉢
花
咲
い
て
雪
消
え
る

　
二
2
二
つ
水
仙
咲
い
て
昼
静
か

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
橋
　
杉
枝

　
百
花
園
こ
こ
東
京
の
梅
の
花

　
薄
氷
の
解
け
ぬ
厳
し
き
日
で
あ
り
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

　
北
側
に
屋
根
屑
か
む
り
残
る
雪

　
黄
水
仙
軒
端
に
咲
か
せ
女
住
む

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
酔
月

　
香
と
緑
諸
手
に
あ
ま
る
芹
も
ら
う

田
に
廻
す
豊
か
な
水
の
温
み
け
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

囲
い
解
く
木
々
の
枝
み
な
ひ
ろ
が
り
て

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
小
幡
し
ん
女

川
に
向
く
障
子
を
開
け
て
春
日
和

　
　
　
　
　
　
　
小
脇
　
佐
藤
　
信
一

バ
イ
パ
ス
の
直
線
道
路
春
か
す
み

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
齋
木
　
和
人

戸
を
開
け
て
梅
の
香
の
入
る
仮
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

山
の
端
に
点
と
な
り
つ
つ
鳥
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

妻
有
の
萱
屋
根
高
し
燕
来
る

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
正
夫

散
り
そ
め
し
古
梅
丹
冊
ゆ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

春
眠
の
子
に
し
づ
か
な
る
オ
ル
ゴ
ー
ル

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

渡
り
鳥
飛
去
る
湖
畔
木
々
芽
吹
く

　
　
　
　
　
　
板
橋
区
　
田
中
優
美

棟
上
げ
の
槌
音
高
し
春
の
風

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
博
史

枯
芝
に
新
芽
が
見
ゆ
る
つ
ん
つ
ん
と

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

苗
床
の
日
毎
に
青
む
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

高
橋
　
ミ
チ
　
58
（
忠
　
）
坪
　
山

丸
山
　
　
繁
6
3
（
本
　
人
）
中
仙
田

渡
貫
　
惣
平
6
6
（
利
　
夫
）
新
町
新
田

小
海
徳
治
6
7
（
本
　
人
）
小
根
岸

、
繧
灘
灘
ノ

馨
逸
祭
白
倉
）
三
万
も

膨
藤
巻
和
男
（
台
東
区
）
十
万
円
磁

麹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

欝し

片
栗
の
花
に
も
春
の
日
が
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

長
閑
さ
や
飛
鳥
山
裾
ゆ
く
都
電

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
　
頼
太

ひ
と
と
き
を
孫
を
相
手
の
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

駒
犬
の
い
る
彼
岸
寺
詣
り
け
り

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

冬
囲
い
解
き
し
朝
の
も
ど
り
雪

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

雪
ど
け
の
畦
と
び
と
び
の
ふ
き
の
と
う

　
　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
鉄
四
郎

旅
の
子
に
蔭
膳
す
え
て
彼
岸
餅

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

春
の
日
を
浴
び
一
列
に
黄
水
仙

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

赤
飯
を
炊
き
卒
業
の
子
を
待
て
り

　
　
　
　
　
発
電
所
通
り
春
日
　
ぶ
ん

お
詫
び
三
月
号
俳
壇
に
組
み
違
い
が

　
あ
り
、
左
の
通
り
訂
正
し
ま
す
。

川
ば
た
の
冬
芽
の
並
木
遊
歩
道

泉
水
の
ほ
と
り
に
咲
い
て
し
だ
れ
梅

　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

し
ん
し
ん
と
総
本
山
の
寒
さ
か
な

　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
遊
人

齢

と

胃
が
ん
に
次
い
で
多
い
肺
が
ん
は
、

喫
煙
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
十
歳
以
上
の
三
十
万
人
を
対
象

に
、
厚
生
省
が
「
タ
バ
コ
」
の
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
日
二
十
本
タ
バ
コ

を
吸
う
人
は
、
ま
っ
た
く
吸
わ
な
い

人
の
五
倍
、
一
日
五
本
の
人
は
、
吸

わ
な
い
人
の
二
倍
も
肺
が
ん
の
危
険

性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

鷺闘
願
⇔

喫
ん

30～50歳に多量に喫煙
した人に多い。

　　　130、

1日30本以上吸って
る人に多い。）＿

　
な
ぜ
、
タ
バ
コ
は
体
に
よ
く
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
タ
バ
コ
の
煙
に
含

ま
れ
て
い
る
有
害
な
物
質
を
紹
介
し

ま
す
。

　
ニ
コ
チ
ン
仕
直
接
的
に
は
神
経
系

に
作
用
し
て
、
血
管
が
収
縮
し
、
血

圧
を
上
げ
、
心
臓
の
負
担
を
大
き
く

し
ま
す
。

　
タ
ー
ル
ー
十
数
種
類
の
発
が
ん
物

質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
肺
が
ん
ば
か

り
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
が
ん
に
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
気
管

の
先
が
細
く
な
っ
て
、
肺
の
機
能
が

低
下
し
ま
す
。

　
一
酸
化
炭
素
樋
肺
で
酸
素
と
血
液

中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
結
び
つ
い
て

全
身
に
酸
素
が
く
ま
な
く
運
ば
れ
ま

す
。
そ
れ
が
、
喫
煙
に
よ
っ
て
一
酸

靴
騰
編
語
煕
鶴
罐
願
鰯

因
と
な
り
ま
す
。

喫
煙
本
数
の
多
茨
吾
禁
煙
衡

し
て
五
潅
過
ぎ
設
タ
冶
を
囎

縷
褻
蝶
懲
殊
紹

自
分
の
健
康
談
の
健
康
を
守
騒

る
誌
禁
煙
を
お
す
す
め
し
ま
す
．
渥

矩
四
滅
以
上
の
ヘ
ビ
ー
ス
鴫

モ
ー
カ
ー
は
　
定
期
的
な
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。


